
10.7　対数関数との合成関数のグラフ



[定理 8.8.1] 関数 f について以下のことが成り立つ．

(1) xy 座標平面において， y = f(−x) のグラフは y = f(x) のグラフと y 軸

に関して対称である．

(2) xy 座標平面において， y = −f(x) のグラフは y = f(x) のグラフと x 軸

に関して対称である．
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